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「東京大学アクション・プラン2005ー2008」

2006年度
達成状況報告
　「東京大学アクション・プラン2005－2008」では、
教育・研究・国際的活動・組織運営・財務・キャンパ
ス



柏国際キャンパスの構築に向けた取組

柏の葉キャンパス駅前の土地取得の方針を決定しました。

「柏国際学術都市支援会」を発足し、��月に第 �回支援会を開
催しました。

大型の科学技術振興調整費が採択されました（先端融合�件
（FS�件））。また、��年度から開始するグローバルCOEプログ
ラム、世界トップレベル研究拠点プログラムへの申請支援を行
いました。

科学研究費補助金の繰越制度の活用について、学内外に幅広く
呼びかけました。

外国人研究員（客員Ⅲ種分）制度の運用を見直し、経費の取扱
いを柔軟化しました。

サステイナビリティ学連携研究機構が�
大学・機関との連携研究を開始し、国際学
術雑誌（Sustainability Science）と和文
季刊「サステナ」を創刊しました。また、
�月に公開シンポジウムを開催し、�,���
名を超える聴講者がありました。

自律的・自発的研究の支援

全学的新機軸研究へのチャレンジを総長室が牽引

基盤的学術図書の安定的確保のため、学術雑誌等購読・購入費
の共通経費化について全学的合意が成立し、��年度から実施
することが決定しました。

部局との連携及び国際連携本部による海外活動の
充実と本学のプレゼンスの向上

総長室総括プロジェクト機構に、ジェロントロジー寄付研究部
門が新たに発足し、医学、工学、経済学、社会学、心理学など
の各学術分野で蓄積された知識や技術を融合させた学際的研究
を開始しました。

研究II

総合のための生命科学」と「生命科学」（理科Ⅱ・Ⅲ類向け）の
�冊の教科書を刊行し、講義のアーカイブ化を推進しました。
更に生命科学研究ネットワークでは、��月に公開シンポジウ
ムを開催し、���を超えるポスター発表と�,���名を超える講
演聴講がありました。

地球観測データ統融合連携研究機構、放射光連携研究機構、生
物機能制御化合物ライブラリー機構、ナノ量子情報エレクトロ
ニクス研究機構が新たに発足しました。

放射光連携研究機構を中心として、世界最高性能を有するビー
ムラインをSpring-�に建設する計画を��年度から全学的支援
の下で実現することとしました。

東大基金を活用した研究者支援
堀場コンファレンスの規定や選考手順などを整え、初年度のコ
ンファレンスを採択しました。

史料編纂所に「前近代日本史情報国際センター」が発足しました。

附置研究所



全学の意思決定システムと
コミュニケーションの高度化
補佐会で総長補佐が本学の管理運営にかかる議題を提案し、よ
り実質的な討議が行われるよう審議方法を改善しました。

次世代育成支援及び
男女共同参画のための環境整備

「東京大学施設のバリアフリー化に関する基本方針」に基づき
バリアフリーなキャンパス整備を推進しました。

科所長会議等への情報提供、わかり
やすい資料の作成、学内広報、HP
掲載等により、総長室の活動の透明
化を図りました。

男女共同参画室が�月から本格稼動し、��月には教職員・学生
等のための保育施設整備の基本方針、�月には男女共同参画推
進計画を策定しました。

��年�月に策定した「東京大学次世代育成支援対策行動計画」
に基づき、次世代育成支援ホームページ、相談窓口を開設し、
制度の整備・広報の強化を実施しました。また、��～��年度
の「第�期東京大学次世代育成支援対策行動計画」を�月に策
定しました。

バリアフリーの実現と
構成員の多様性を育むための環境整備

週�回の役員懇談会で理事の責任
分担を明確化し、案件処理の迅速化
を行いました。

総長と部局長との夕食会の開催、総長による東京大学アクショ
ン・プラン全学説明会等の開催（�キャンパス及び�部局）、
東京大学目安箱の活用を通じて、総長が教職員の声を幅広く聞
きました。

危機管理WGを設置し、本学における危機について論点を抽出
し、対応の現状を把握した上で今後の課題等を整理しました。
その過程で緊急時の確認・連絡体制及び警備体制についても整
理を行いました。

�月�日を東京大学安全の日、� を




